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〈指導者の言葉〉 
 

本学級では，読み語りと，本の紹介スピーチを継続して行っています。ペ
アでの本の紹介では，その本の中で中心人物の何が変わったのかを伝えるこ
とで，自分の生き方に関わる読みができるように指導しています。国語科の
学習では，「本は友達」を読んだ後，推薦図書を紹介しました。その中で「本
を読むことで，自分の生き方が豊かに変わる。」ということを学びました。 

本作品は，西日本豪雨で被災した祖父の家の片付けを手伝ったことをきっ
かけに読んだ本について，考えたことが書かれています。本から読み取った
ボランティアをするときの心構えと,祖父や祖母に聞き取った被災した側の
気持ちを関連付け,被災した人を助けるボランティア側の気持ちにも触れる
ことができています。文中の「おじいちゃんの家がすごく早く片付いたのは、
小田原さんの言うみんなを思いやる気持ちと、このありがとうという感謝の
気持ちが重なって大きな力になったからだと思った。」は，児童がまさに体
験と読んだ本の内容を関わらせて読んでいると言えます。 

また，本校５年生は，総合的な学習の時間に「安心・安全高美が丘」とい
う防災をテーマとした「人とのつながりがまちをつくっていく」ということ
を学んでいる途中です。本作品は，自身の体験と，本とを結び付けてお互い
の気持ちを思いやり，感謝の気持ちを持つことの大切さが書かれており，総
合的な学習の時間で資料としても使っています。 

 


